
うしお

第53号 35,7,31

目次

巻頭言  養殖部長豊田・茂・樹/

 鹿児島湾奥魚類蓄養場環。境調査

1第2報)
 調査'・部・….3・

 昭和3よ年度ブ.リ。好一採捕

(第一報)
調査部.一件

 澱粉・工場廃水調査事例 調査部  ユ。

奄美短信 大島分場'26

各部日記 編集部28

分揚日記 大島分場30

編集後記 編集部3/

 鹿児島市塩屋町十八番地の七

鹿児島県水産試験場



巻頭言手順

養殖部長豊田茂樹

 何事一をするにもそれ即事を運争1こは卵順序という・も.
 のがあって・よく千順よ・くやらなけ枠ばξ牟“手順を間違わ
 ないようにとか云います。

 つ率り・手順よ/・やる事が良/1ものが出来たり・・僻が成功し・
 たり・、とにかく初鰯の1目一的が達せられると云う。にとセーしよう叫

 さて・沿岸から・遠/雌1こ出て行1漁業が色・.な師を受.
 けて業として成り難一いご.とから、沿岸9漁業者.はその地

 先漁場に頼っ一て行二くより他に率がな.くなって・・わての沿岸.
 から沖合。そし一下沖.谷から遠洋へのキヤツ天.フ㌣'rズは、一一
 /80度廻1れ古して、今自.では沿岸の資源維持どこれが積極.・

 鉗培養に変りまし仁。?まり歴史は繰返すとでもいい・ますか・
 …のように漁業に対する考牛方の転衡によ?て増殖事挙は..
 その規模においても、・一又技術酌にも急速に進'多してきました二

 郎亭従来≒られた自然界での消師な資源の保護策から・
 人工採苗等に・よI一手穣極駒'増・養殖へと発達してこれからg沿岸

 準業は増殖漁業といつ.た一形に翠りつ㌧ある現状で札
 どこ・ろでこの増殖一事業を氷印が長期計画と・し、打ち牢・
 したのが昭和3σ年度一です一がら.。。。概に5ケ年青経過しており.

 一応今までの事業実績から.効果的事業の進め方につ一いて、.

 検討がなされつつあります。・…と.干うの惇㌔琴磯設置
 にしよ、魚礁施設にしても、.それが必ずしもよ.い実績を示し一
 でいるとは云え一ないからセ≡す;

 これについては、いろいろ元やれているのでありますが、こ

 こでは増殖事業が所謂手順よ、.行われたカ)・一とうか㌔.と干う・
 ことについて考えてみたし)と思います。・

 r/一



 増殖事業の行わへ声区域は主とし㌣同漁業権の範囲で十ポ
 謂浅.海に限定される師ゼすが・、(魚礁ではそ枠以湊の場合
 ・もある。)干れは人によ一って漁場芦理が干きるので一名浄
 ・円と.も.L一、われてい・ます。

 つまψ.陣地と同義語で、海田を.耕やすということは即ち増殖
 事案1差指すのでありま.す.。.それ故に増殖事業を始め.るには、

 この地先漁場である海神の実態一と云いま一すか性格な.1・声よ
 く知ることが第!条件となります。陸地での農地で。あれば、

 耕種季準とい1のダあ?て1作付しよ1とす一る作物の選び方一
 とか二一時期とか、施肥管琴に至るまでその土地に合った・も

 .ミの・或い与キ合うように耕作が出来る程はっきりその性格が分。
 っているのですが、こ柞1…尿し苦々.の海田である地先漁場・一で
 は、只経験的なことし坪分って.いないという状態亡あります'。
 もっとも海中のこと疎∵.農地のような耕種基準をつく一手こと,.

 は困難であり・∴且つ自然的要素に左右・される度・今も・本一きいと
 ころに漁業という一ものが、・生産的計画性に恵まれない理由も一

 あるわけですが、しか…レ=苦々海に生きるも一のは少なくとも

 自分等の地先漁場を却.声のでなけれ一はなら一ないし、そして知
 一る努力をす.るこ・とが.それだけよら高度の生産をもたらす事
 業ができるのであり.率す。.
 増殖手順の第/は二1二手の漁場を魚届こ;と・でなけ一ればなりま

 芦・ん数近或る漁協での・二とで一すポここの漁協は、海人草の
 増殖を5ケ年計画で実施・しつつ1あって大変な意気込み.で・した。

 専弾事の加、こ・辛・らρ海く草の生育場所と一その面積や
 、辞取率をお聞きしたと工ろ、生育培所だけは説明されたが、

 .圃野に至っては皆目見学も・つかないとの返乳そこでソロバ
 ン片手ヒ駆席料理を始めた次第です。先っ瀬や浜毎に等深線

 ‡司習・・底雫・等の状坪を商いて・パチパチやり全利用可能面穣
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 とこの面積を漁協の計画して∴・る二年次予算で除し十計略数
 を出したら』苧とさ鷲ポそれtは面積・もさることだった幸
 思うのだが.計画年数カ子大きく桁違いだったこ一とにあ一つ年よ
 うです。一そ一ごて、こ一れはまづい料理だったと考えためで、.す'

 かさずホホ成程ね・亡ん'な広い海人草の漁場を持つ下いる

 とは知・らなかった・木した分限者ではありませ.んか一・.・.
 と云つたら、まだ考え込んでいる専務の傍から若い職員一がし

 その着々しき・に似合わない沈んだ京なざしで一自分等の財

 産も知らないでは弱い筈で亨れとポツンと印印云
 ∴った姿が忘れられないのです6思うにこあ若い職貴は恐らく

 専務。と共にこの計画を立案し、そして組合め役員会や町当局

 に.説明や・協力要請に当ったのだと思う。

 しかし∴海人草の増殖をやるとL)うの1三、このような奉礎資一こ
 料の用意がなかったので.説明や説得力ゐ弱さを痛感してき

 たのではある.まいか・…と考えられます。

 又∵人工魚礁では設置・場所が・天然礁に接近干せたり・海事1
 の傾斜の急な転移しやすドところだったり、或いは泥質9埋
 没の一危険のある一場所.だ.ったり・で恒・久鰍.人工魚礁という点か'

 らは避け二るべき'ど考えI亭れ一る媒入が一風剖㍗てい千例.はいくつ.
 かあ5ます。人工魚礁がそれ自体によ.る集魚効果をねらい、

 新らしい漁場の艦式を目的とする.限りにおいては、天;然一礁の'
 位置や底質や地形を充分考慮した上で沈設する必要がありま

 しよい㍗う叶と'はψ1つて・も地先漁場の実態をつ'
 かんでいないというらとから.きているのセあり脅す。一苦しい・

 財政で行う増殖事業であれぱある程、私共はそれがよりよ

 り・生産を高める施設として役立たせ奉こ・とに努め卒けれぱな・
 りません・。そのために.帖、増殖する手順を誤らないこと一を先

 っ考えるべきだと思います。本年度の事案も既に実施期に八

 つだと一き、この手順をt)つくり検討していたジきたいものてす。



(本場業務中間展望)  漁民の皆さんへ

 .?8月、湊乱雲亘ピ台風1旦表してしめびよる秋の気配豆1
 収穫を前にした地上の人間の真筆な営みにおいて本場も又
 例外ではありません。本.場に抽ける現在各部一の仕事を抽知ら
 せいたします。

 ⑦漁業部
 ○瀬物一本釣集団操業指導:集中・操業指導一船として竣工し
 先かもめをもって、七島近海出動↓漁家労働の合理的
 完全燃焼一漁場高度剰用寺漁獲物完全処.理…等間趨
 をはらんだ・沿岸漁桑のパイオニヤとしてすでに索二航
 海目の出漁・

 ○東支郡海海瀦漁況共同調査:かもめの集団操業が沿岸・激
 業対策試験であるならば本試験は遠洋対策である一照南
 丸をもって西海国水研と辛同調査。東海の輝況と漁況の
 関係.にメス毒入れ一る。

 ②調査部
 ○海産魚類書I養試験
 .垂水市牛根養魚場においセブリの養殖I本年度成功の兆
 ようやく一あちわるか。

 ○人工ドラム罐魚礁試験
 一安価な代物で手軽にそして耐久度牢モットーにして考案

 !.'されたドラム纏魚礁、試験を脱して愈々本格餉率磁構成
 ・を目指して、笠沙町野間池投下。

 ③製造部
 ○カツオ利用試験
 カツ才飾にかわる現代食生活に適合した水産食品の製作.
 その名を本場でヨン・ボニーという。.専らこの作品の乗成.
 を目指している。
 ○煮干油焼防止試験・
 とれすぎて困ることもある湾内申・タク'チイワシを対象
 としての試験。いうなれば大漁ピ1ンIボウ対策である。

 I④養殖・部
 ○アサクサめり・糸状体.の培養試験
 二言.に一してい元ば、鹿・児島県に適したのりの品種を
 探し串す誠一騎。現在糸状体の管理観察中。

 ○黒螺貝人工採苗試験
 本県特産累螺貝の減少に上りその対策として人工によ
 る増加.を目指す試験。現在幼生の食弩生物培養中・で八月
 上旬より本格的実験・にとりか㌧る。

 ○淡水養魚場の設立:大口市に設置予定の本場を目指して
 遮;地適種の試験準二魔がなされている。



鹿児島湾奥魚類蓄養場裏境調査(第2報)

調査部

 4月25白～6月22日間の定時観測結果を報告する。

 透明度は4月は/0～/.一4米、5月は7～/3米二6月は

 5～7米セ6月から梢々混濁が認められるがデこれ1千1撃餌
 料の増大、放免等9結果と考えるが、現在の処魚類に悪影響
 を与えるとは考えられない。...

 ・水温帖琴層は池内が池外より高く又/0米層は逆に準内よ
 り池外が梢々嵩い'日射量の増一加によ。り水温は上昇し表層は

 。月k1町〃～〃江.
 4ど月下句は/8～/9℃・享I算辛漕ミフ樹を4月上句
 2/～23℃、.6月中旬43('.2供℃で一あるIo但し/0米層
 外表層水温の上昇に比較し温度の変化は少な'く卒月下旬
 /7℃、5月上句/8㌻/・9℃5月中旬/9^)2θむ一又
 下句も/9之20℃6月上一中旬も同様20℃前後・である。
 PHは&/・()&3一で著しい変動は認苧られ悔い。。
 塩素量は池内の表層が/押/.ク弟の範囲で一平均ノ5嫡
 .後であ声が・・停し・・米眉は・ゾ・炊池の内岬相異は認め
 られない。

 溶存酸素は表層でオ陽前後飽和度として・・%以上・又
 /0米届一で梢少なく・ダ勿I師牢・飽和度とIして70%以上で
 あり。現在の処酸素・欠ξ年生ずること1はないようである。.

 ・・一'は舳卜中皿S々以十で・硅酸は池咋多・く
 ・.り。δ～4・・グ吋竜。・阻s々9範囲である。
 ….・?・ぽ・陽以下で日・の変動等は殆んど認め得な一～
 以上.池内に放免しても現在の処透明度が稽・々減少した程度

 。で二伸の測定値の変動は殆んど認め得なカ・った。
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 又日射量の増加で表面水温は上昇寺るが  一/9米層の上昇は

 僅少であるσ

 水温の垂直的分布1こひいては今後;測定一す嶋予定で亭る・

 昭和35年度ブリー仔採捕 (第一報)

 調査。.部・

 瀬戸内海を中心≒するハマチ養魚は、高輝魚消費の増大一
 と、.観光資源としての利用とに'支えられて、近時著しい伸びを一
 示し、種苗魚の確保一手段としで;・養殖業青に幸昏直接・採捕が
 見られるk至ったほか、従来三重県方面から=、供給され」て・いた
 比較的大型・の種萬のほか、モジヤコと・称される小型魚・の・擦捕

 が行われ、、四国、九州あ黒潮帯に5～く月頃分市する流翠.
 つきの魚群が探索採捕されるに至った。

 本県では≒昨年4月か.ら6月{…牟.けて一・佐多解東岸水域に
 ブリ仔を探索し;、前舌ク回の試叩結果3万引を得た一ので・
 (1しお・卒・号一…辛ヲ)..本年即・その成果を拡張し
 て二地区漁業として育成するこ生及び、牛根蓄養場に種苗を

 供給する一こ・と.辛白標として㌧根拠地を佐多町歩泊に設け・、
 試験船カ)もめ・一ち㍗.を使用.㌧て・・ブリ.仔採捕を打つだ。
 多月!/日から6月8日まで一の・I操業g模I様は次表の通り干
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 あるが・努力量に比して草しい漁獲量にヰまつ求ことは・款
 の理由に要約できよう。

 ⑦北西風が連吹し荒天が多かり.たこと。

 .②.,流藻出現午・ブリ仔出現の時期が一致しなかったこと1
 (後・者が早カ).ったと思われる)

 。一③幣具が小規模に一女ぎ、大型の魚群は逃芦すること。
 ④岬草地から/5～20浬附近に主漁場が形碑され・小
 型'の地元漁船め参カ1を求め.難かったこピ.(・昨年に比し1
 漁場がノ艘以半.{北上した)

 ③.・塩崎県方面の漁獲成績が・良好で内海需要が充される

 .キあ見込が立つ走の㍗早期に採捕を打切っ㌃{
 こρまうな反省に対して事所期の目的即ち地区漁業とレて発・
 展きせ・一年叩基礎を作アて甲くにはぺ1関1千早降次のことを
 検討オる要がある。

 ⑦漁具改良(少なくも宮崎県たみに)一
 ②他県より少なくも/0,日以上早く出荷出来る一ように採

 捕する。..
 ③需要、・供給の情報活動.を活激化する。

 ④地区漁民が参加できるようにすること。

 等である。

 以・上概要を記し、窮.年以降の参考に貸す。

一5一
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昭和35年6月17日

漁 況
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 発湾口で操業しつ・つ.牛根に
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 '土・
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漁況

 0800出港種子西、馬毛島え聯翻勤。
 300魚型大小混り。ユ63.o西ノ表港λ差

 0600西ノ.表出港馬毛北大泊間
 流藻少し・。・N画後・SE強、.
 ユ200大泊着。

 0630大泊発{湾内物らレき
 漂流1物とキレギ㌣の流藻が混
 って潮目に一線をなすも、・集
 塊をなさず。250魚型小

 戸崎沖、芦ロニでやや流藻あり
 大小混り30.0。
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中
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 運搬尾数その他
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 明一際二.流藻浮上し、ブリ仔可成
 りよくっく、夕00-0尾。。

 午前中、辺塚沖より松崎沖、流
 藻・ある.もブリ仔帖なれ易し。

 約2パ000撃。午后観音崎沖に
 て約書000尾。

 流藻少なし。I西北西風波強し。

芽5亭尾

 大浦河、観音崎ラ中旅藻一少なし.
 4δ0尾。
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 大泊湾藻多し{型小・/,500尾。
 (大泊湾より下辺塚岸沿いに流
 藻多し。水温大沼沖22,5一℃
 辺塚沖22,0{Cふ0・38。尾)
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 2α8℃より2/,g℃..
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 早崎・沖藻多し。戸崎沖稀。.
 節日に比し二股に撃少なし。
 .3.」2'00タ暮)

 立目附近藻あるもブリ仔つか
 ず。佐多解より針山河藻なし一
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 り。/50慈;・一'
 汐目あれども流藻なし。

k1採揮量

中
÷

麻

3,200

/ぶ0

 ■運搬尾数その他

 /丘000牛根へ.
(カ)もめ)

牛根受入管理督励

恵江係長会合
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澱粉工場廃水調査事例

調査部

 時:飽和35年季月/!目から。2日間

 所:そお郡下某河州水域

 内;出荷の為に採捕蓄養中の稚あゆの異常繁死原

 因追及のため地元役場の依頼があったことに

 よる。

 法1関係者及附近住民からの聴取調査及び採水分一

 折。'

 (本稿公表理由:同種損害の予防、水質.汚漬調1'

 査要領の周知)

1査.

 漁協においIては本年初めで395聾の稚あゆ出

 受け現在採捕中である。

 ・めて、現在迄/0日間に7}曝(割当の20%)

 別区に示した・Og珊の2ケ所に蓄養籠を琴け
 あったが、4項/0日の採捕時(午前./時～3陣)

 一獲が見られず蓄養籠に蓄養中の稚あ岬が上流
 劣/身3陶、下流めもので豆8伊匁晦位の繁死魚

 クニ5g鞠)を一見'た。

 上流の澱粉工場廃水に一よる影響と思われ、上流の・'
 .あゆの採捕を始一め七から以後操業していなかった

 。のあった前1ヨ(9日)2～3時間操業したと思わ

 一千範/!時頃上流の橋(st/)附近では・河水一
 で.いるの如見られたσ

 暇の話)

 .流出中は河川中の「あゆ」は全然見られなくなり
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 廃水流出を中止して/5～/・16時商J・少なくとも2亭時間
 すると・アユが瀦泳する・⑳が見受含ξれる(現在までの経
 験から)

 瀦泳中の「あゆ」が鍵死する様子は見られないので河・川中

 に魚の避難個所があるものと思われる。・一ノ

 §採水

 採水点は坤図の通り

 (試水は被害眉2争蒔.間経遇のもの)

 st/=河水の変色して居た附近立上流に澱粉工場が数ケ

 所あるが当目操業した工場数は不明

 川}.この中間に当日操業したと樗わ㍗る率帯工房が
 S吃3.一ケ所ある。

 S.毛伴:。蓄養籠の附近。く稚あゆぷZ一き晦申。弘/2.5陣が・
 艶死し走個所)

 §分析項目一.
 PH。過マンガン駿加里消費量、残溜塩素・

 §水質分析表一

 ∴十練判∵㍗
i・1
21691
1;
3:66;
ll

-41z/1

 ん32…認めず.

1

 3、/ク1極めて徴量検出

 α93・≡認めず

一2/.一.



 (註)残溜塩素とは水中に溶けている遊離g塩素又は漂白

 粉(サラシ粉7の秤ノこそ㍗にだ易く分離し得る
 有効塩素を持?たものを云う。

 §.官能検査表

 。1..三∴_三二  気・.透明.・度

 ・;酪酸鼻極めて強し1や1白濁
 …無臭透、関
 1.1懲かに臭気を感ず1彬

1・・

4;無臭"

 争分析項目について早季キ
 伽・白'…正常法紅川中の川㍉・(中性!前舌で狐
 ・㍗S七/:カ)なり酸性でこの状態では、魚類は到底棲息

 し得ない。・又それがかな一り強い酪酸臭を呈する.

 事から澱粉粕.qハ.ツ.コウにより=生じた酪.酸・に原一
 ・回しているものと思われる。

 st21河川水によりかな:り稀釈され殆んど中性まセ恢

 復している。..

 stξ1s七2で6,9・を示し先ものが1その下流のs土
 3で.は叉6,6と低下、している。
 普通なら下流に及ぶに従って、稀釈されPHは

 更ビクに近ずく筈だがS先3で再び低下して

 いることは、S㌣2とS北3の中間において
 このような現象を示寺。

 廃液が流入したものと見られる。
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 3t4:PHz!Iは一応、・異常はI牽い・と見セ臭いたろラ。

 I⑩.適マンガン酸煎塁湾壁量(水中の有機物)
 本瑛の消長もP互の変化と一致して居る。

 瑚ち、IS{/が最大で奉り、S毛3が/に次ぎ、S七4
 が鐙も小さい。又その値がS竜I2～St4で大体3～!

 PPMの範囲に収まり・.この値が竿g河川キ比較し一で
 殆んど大差なく河川の状態幸して1辛正常と見られるの
 .に対k・St・が・・ク㍗・幸示k下居手事は・こあ
 附近カ5極めて多量の有磁筒を溶存していると云.え.る。

 ③.・残溜塩素一
 この項の消長・も前二項と同棲め傾.同を示し二'S士/が.
 α5半PPMと最大で・S竜3で痕跡程度の徴軍反応が

 .・那れ走.一。I

 他のS七・一'S士蝋反応午認め得苧かつ㍍残油塩素.
 は分析表の項でも述べた・様に水中に溶存して居る所謂遊・
 離塩素牽指すもので、こ一れが検出される事は、こ一の様な

 塩素を遊離する化合物.が李・中に存在ずみ事を意味し.一と一
 の化合物.として考えら一れるのが澱粉工場の場合、漂白・
 (さらし)を目的とじ杷漂白粉(サラシ粉)珠正塩素酸
 ソーダ等であるので、,廃液中には上記何れかの化合物

 が存在しているもの三忠われる。

考察

 蓄養中の穫あゆが一部艶死したのは上流の澱粉工場廃液.
 に依る影響と考えられる。(現地関係者談)との事で李つた

 がs七/(PE、有機物、遊離塩素、何れを見てもその状・
 態では水族の棲息は不可能と思われる)は坤と・して、下流1と
 及ぶに従い環境は正常に復して居ると見られる。
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 併し、.こ.れは試李の将卒が被害を受けて、/0弊暗闇后に打
 つだ声ので苧るので・上翠残果から云々することは出1乗ない。
 又・、工場から清川に魔永が流入を始めた直後は、.アユの瀦泳
 .は見られ渋いがごその数時間后にお(・て畔見ら・れる。
 (現地談)事呑ら考えて、水質の正常に復する速度は比較的

 早いと思わ一れる・。

 何れにしても、・1蓄養中の稚あゆに影響を与えたと思われる水

 塊は■・すでに採水時においては流出.し去?年後であるので
 今後は、一被害を受けた当時の水質について観察の必要一があ

 る。なおザ現在のとこ・ろ・澱櫛廃水中・どg成分が一水率に影
 響を卒ぼすかは・不明であるカ㍉漂白粉1千ついて見ると・隈一
 ら㍗た倒ではある.苧率類`ヤマメ)に対する致死量が
 α2PPM、嫌忌盤がα02～α0卒古PMと、極微量であ一

 る事から見て→S七3においては、なお、遊離塩素が検出さ
 .れた事は一応、。注意すべき事だろう。.
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川附近見取図

(採.水魚'図)

 ⑦～④採水点・

工場

 当目操業したと思われる

濠粉工場

蓄養麓



奄美短信

 うしお当番になると「ウツカ.ミ」が痛くてなら夜い。

 ・奄美短信らしいもIのは.今までに殆んど書きつくさ

 れでいる一し、環境から刺激一を受けない地元氏は筒更

 である。しかし・当番ヤある以上何か青カ)ねばな弓
 な'い責任があるので、脳裡にかすむものをとぎれ
 とぎれにまとめるとしよう。

 擬.かつて軍港'要塞司令部,二その名を誇った瀬月内湾、
 一ぺ』.・….・連合緩隊が全部は入りても皆目わからな

 かったと云う薩川潜.も今ではさびれ勝ち。・…一昔前

 に粋な兵隊さんが進軍ラッパも勇ましくカッポ

 カッポした古仁屋街とは、うつて変った感じである。

 蝦銃剣姿も勇ましく見張りかすIるどく民間人は近づけな

 一がった桟橋も今では商港として大いに発展しつ㌧ある。

 朝の!δ時頃までには古仁屋周平の部落g定期船がすき
 まなくつながれ、'.田舎ではありつけないキ・ヤンデーを食べ

 に来.るお客さんもある.辛云う。
 正に焼きつくような奄美の夏ならではである。

 蟻何時頃のこと。かもう忘れてしまったが'古仁屋見物に

 一出て来た田舎の爺さん.マゴの土産にキャンデーを弁当箱

 に詰めて帰ったまでは主カ)つたが水になっていたと.は涼
 しい話。I

 へ敗戦后駐屯したアメリカさん何を感ち'がいしたのか

 ク0婆さんが「ビオ・コシ」で火をたき一.つけているのを見つ

 け、、す早.く取上げ吹き・口から天を眺めて喜び乍らラッ

 キーを3個投げ帰ったことも面白い出来Cと。

 だがそうドうユーモナも二昔前の色くるい人間が
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 ウデ.ナハニシングを顔1q塗りマ白サージすると、うす.
 瓶を剥ぐが如く色自美肌になるという以上・に古仁屋街.

 は目一一日と、きれいになりっ一㌧ある。

 吉と屋に似合わない位の.町役場・郵師・警察署・尋立.
 派な建物が釦か年甲眼にゲ古手写・でなt～よラに見える時
 も・ある。1

 益々一復興しつ㌧一ある。

 激遠目30.度以上の太陽の下で分揚雫を始め皆元気で一
 職務に精励している。

 本土の皆さんの勧健勝を祈ります。

 s生



各部日記

 ○養殖部日記・
 7月.。'。.事業報写械
 7月1一.加,.予鰍採取紬。一二。(知箪地・干)'..一
7月一!3目漁枯青壮年実践活動提痘協議会

(県庁会議室)

 ・月/.そ目・・..二飼育叩生甲の苧予・.…二・一='
 ク月20旧々47目

 黒蝶母貝の輸送.一.(知青二海溝プ

 ○製造部.目記一

 7月…6日・(一20日
 かつお加工試験

 特産品がつお節の売行き増大が見込まれ∴一

 ぬ現在節以外の新琴品創造を夢見ても
 一・試作試験.を実施す。

 製品題し一てコτンポニー、ボニーケ』キ

 と呼ぶ事とす。

 ク月6目～ク日

 部長佐多岬ベ

 ク月8日魚肥製造試験打合せ(県.農務課)
 魚類内臓及ぴ加工残サイ活用を計'らん
 とす。

 ク月/2日・かつお角慈製造指導(三二食品)
 7月2!日かつお利用花協議会

 (カツオ、マグロ組合主催於:本試)
 試作品について、関係者の意見を求ホ寸

一2.8'}.



7月26日

 ・製品としで、一応・.は成功。

 六段瞥においてセRを念す事とす.。一

 山川町一奥田氏・か.つお加工打合せのた

 .め来場.

 ○.漁業部日記.

 6月28日(J7月/3日

 照南丸東海海洋観測終了、山川港へ帰着

 ク月/'3日～/5日

 照南丸ド=ック(一山川)

 一ク月/3日かもめ集団操業開一始のため山川港.へ

 7月/5目一カパもめ第!次秤操業指導箏坤、率回
 船とともに山川出港

 ク月.22日かもめ集団操業指導よ一り帰港
 ク月ユ9目,第・2。次集団操;葉樹導9・ため産児島出港

 α調査=部官記一I

 7月=!日～・厚・日1….

 牛根出張I・(九万田)

7月4'日(}8目''

 華魚軍.桝桁、(.甲子丸)一I
 -7月.5目～.7日

牛根出張.(上出)

 、二7ギ2目～/3日
 ㌧.魚礁着生・継牢(.平木)
 7月/5日一牛根挿魚観察.(戸1」府)
 (1-1'工11.、..牛根養魚場24時間観測(宮田、一上田)
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 7月18目ドラム罐箏竿下準僻
 7月18日ん30日

24時問観測資新分析

 ク月!9目澱粉処理会議

(又木)

 (宮田、上田)

(別府)

.◎

分場日記

 φ月/3目とび無調査.笠利'寵郷一
6月/4目汽罐.検査

 6月241ヨ(一2声因
 はなやなぎ生育成熟期調査一(徳之島)

 6月29日一寵郷村大勝小学校6年生よ件名一分一場見学

 7月/日中野技師補転勤発令I

 7月2日～4目.

 鹿大水産学部練習船.「し.ろ一や索⊥及落

 ク月5日照南丸入港大島海峡定点観測

 ク月8目I水産商工委員視察来場

 ・∴一油井・氷慈小中学校生徒・戸。名分場見学
 ク月一.9日～./j目

 うに加工試験(請..島)
 月・間まべ貝飼育・管理.((油井小島)

 "・まべ異人工採苗試験二準備(.")

 〃は.なやなぎ
}培養(実験一室)

 "のり糸状体
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編書後記

 §暑中御見舞申上げます。

 牛根蓄養場のブリ仔も打ちつ∫く水温上昇でバテ気味。

 高温時は11辛くろのコックを・ひねらて深み11避干・
 す.る。落雀なんどは涼しい涼しいσ

 藩魚が.H〇七か?

 §こんな日は昔の脱線講義しか思い出せたIもんじやないポ
 YOu=皿ight七:b一立場kS0,

 舳・・ゴ・・'ぺ早・竜百・・リ

 §空間が千か亭びて引火したと昆・えた途端。娃しや珍らしや
 今朝あ雨。

 立所に木々は笑い、子供は傘もたずに歩く。一.
 みをおちあ奥の方がふくら二抄心持ち。
 人体の水分含有量を思ってみたりする。咄垣咄正豆

 §Hうしお11も暑気当りでグロツキ.一。

 llたまり水11にならないようホルモン症射一の要あり。
 納涼投稿大森迎。

(編集.部)
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